
 

公開憲法フォーラムにて安倍首相改憲提言！ 

九条本丸を国民的議論へ ２０２０年期限 
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晴
天
の
神

戸
。
北
朝
鮮

有

事

の

危

機

を

さ

さ

や

か

れ

る

日
本
で
、
施

行

七

十

年

の

現

行

憲

法

の

有

効

性

を

問

う

憲
法
記
念
日
を

迎
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

 
 
 
 
 

元
町
大
丸
前

で
は
、
午
前
中

三
十
名
の
奉
仕

員
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ら
に
よ
る
街
頭
活
動

を
実
施
。
長
瀬
市
議

を
は
じ
め
各
メ
ン
バ

ー
が
主
張
。
配
布
し

た
チ
ラ
シ
は
二
七
七

セ
ッ
ト
。 

第
九
条
二
項
改
正

の
是
非
を
問
う
ア
ン

ケ
ー
ト
は
二
十
二
対

十
二
で
改
正
が
多
数
だ
っ

た
。 午

後
か
ら
は
、
三
宮
の

神
戸
市
勤
労
会
館
で
「
第

十
九
回
公
開
憲
法
フ
ォ
ー

ラ
ム
Ｉ
Ｎ
神
戸
」
が
開
催
。

会
場
定
員
を
超
え
る
約
一

三
〇
名
の
来
場
者
で
席
が

会
場
脇
に
補
充
さ
れ
る
盛

会
ぶ
り
と
な
っ
た
。 

主
催
者
と
し
て
森
脇
保

仁
共
同
代
表
（
県
議
連
会

長
）
、
来
賓
議
員
を
代
表
し

て
山
本
敏
信
自
民
県
連
幹

事
長
（
県
議
）
、
守
屋
隆
司

神
戸
市
議
連
会
長
（
前
神

戸
市
会
議
長
）
の
ご
挨
拶

を
頂
い
た
。 

目
下
の
国
際
情
勢
と
マ

ス
コ
ミ
報
道
へ
の
危
機
感

が
こ
れ
ま
で
に
な
い
民
間

人
の
憲
法
の
国
防
へ
の
不

安
と
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
の
を
示
し
て
い
る
。
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
民
間
憲

法
臨
調
、
美
し
い
日
本
の

憲
法
を
つ
く
る
国
民
の
会

が
主
催
、
東
京
か
ら
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
櫻
井

よ
し
こ
氏
ほ
か
、
駒
沢
大

学
名
誉
教
授
の
西
修
氏
ら

が
登
壇
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
冒
頭
で
は
、

安
倍
首
相
に
よ
る
第
九
条

三
項
を
含
む
改
憲
実
施
へ

の
具
体
的
示
唆
を
踏
み
込

ん
だ
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
流
れ
た
。
そ
の
後
は
各
界

様
々
な
議
論
が
行
わ
れ
、
反

響
を
呼
ん
だ
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
後
、
Ｊ
Ｃ
兵

庫
の
森
本
氏
よ
り
全
国
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を

含
め
た
報
告
を
、
閉
会
時
に
、

保
田
薫
氏
の
阪
神
淡
路
大

震
災
時
の
自
衛
隊
の
扱
い

の
記
憶
に
触
れ
た
挨
拶
を

頂
い
た
。  

（
事
務
局
） 

滝
野
文
化
会
館
（
加
東
市

下
滝
野
）
で
日
本
会
議
兵

庫
北
播
磨
支
部
の
総
会
と

講
演
会
を
行
っ
た
。 

 

十
二
時
か
ら
総
会
。
私

は
支
部
長
と
し
て
挨
拶
し
、

来
賓
の
藤
井
ひ
さ
ゆ
き
衆

議
院
議
員
、
安
田
正
義
加

東
市
長
、
藤
原
昭
一
県
議

会
議
員
か
ら
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。
来
賓
に
は
大
豊

康
臣
県
議
会
議
員
は
じ
め

加
東
、
西
脇
、
加
西
、
多

可
の
市
町
議
会
議
員
の
皆

さ
ん
に
出
席
い
た
だ
い
た
。 

 

平
成
二
十
四
年
十
二
月

八
日
に
設
立
総
会
、
二
十

憲
法
記
念
日 

街
頭
活
動

～
第
十
九
回
公
開
憲
法
フ

ォ
ー
ラ
ム
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
イ
ン
神
戸
ご
報
告 

  

北
播
磨
支
部
総
会 

佐
藤
正
久
氏
記
念
講
演
会

に
百
五
十
名
結
集 

 



日本の息吹兵庫版第百八十七号（平成二十九年五・六月号） 
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□４月１６日（日） 1１時半～1３時 全国統一憲法街頭活動 神戸大丸前  
□４月 2２日（土） 12時半 北播磨支部総会 14時 記念講演 佐藤正久氏／滝野文化センター  
□４月 2９日（祝） ７時 神戸護国神社清掃奉仕 終了後 お茶とおむすび   
□５月 2日（火）・６日（土） 護國神社春季慰霊大祭 ２日１０時半 姫路  ６日１０時半 神戸  
□５月３日（祝・水） 13時 15分 『第１９ 回憲法フォーラム』ネット中継 神戸市勤労会館４０５・４０６  kenpoukaiseihyogo@gmail.com  
□５月１６日（火） １９時 阪神北支部学習会 場所／ピピアめふ テーマ 教育正常化（国歌斉唱・教科書採択）へ向けた試み 
（ 以 上 終 了 ） 

■５月２４日（水） １９時より 摂丹支部学習会 三田駅前１番館キッピーモール６F  ０９０５１６８１５８０ （見野） 
■５月２７日（土） 1４時 中・西播磨支部学習会 近代日本の人物に学ぶ 『廣田弘毅』 三木英一氏 姫路護國神社 参加費６００円   
■６月 １日（木） １９時『新会員歓迎会』 場所／あすてっぷＫＯＢＥ（湊川神社西） 対象／ 昨年～入会者 （対象者には、詳細を追ってご連絡致します） 参加費千五百円 
■６月 ３日（土） １３時半 日本会議女性の会第９回教育講演会 白駒妃登美氏 『歴史を学べば希望が生まれる』生田神社会館 参加費千円    
■６月１８・１９日（日・月） 東播磨支部企画 知覧ツアー（予定）  

■６月２５日（日） １４時 西宮・芦屋支部総会・記念行事 廣田神社会館 講師 多久 善郎氏（日本会議）   

■７月１６・１７日（日・月） 全国キャラバン隊兵庫へ  １６日 街頭活動（場所 企画中） １７日 総会にて PR （西脇市民会館）  
■７月１７日（祝・月） １３時 日本会議兵庫総会・１４時１０分記念講演 講師 竹田恒泰氏 西脇市民会館 参加費千円    
■７月２３日（日） 阪神北支部総会・記念講演 講師 ロバート・Ｄ・エルドリッチ氏（予定）  

■９月１５日（金） 美しい日本の憲法をつくる兵庫県民の会総会・記念行事（予定） 
 

 

日
本
会
議
兵
庫
専
用 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！ 

五
年
四
月
二
十
八
日
に
第

一
回
総
会
を
開
い
て
今
年

で
五
回
目
。
今
年
は
佐
藤

正
久
参
議
院
議
員
を
お
招

き
し
「
緊
張
高
ま
る
国
際

情
勢
と
日
本
の
防
衛
」
と

題
し
、
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
防
衛
を
テ
ー
マ
に
お
話

し
い
た
だ
い
た
。 

 

約
一
五
〇
名
の
参
加
者

が
佐
藤
氏
の
講
演
を
熱
心

に
聴
き
入
っ
た
。
佐
藤
氏
は

大
陸
側
か
ら
観
た
日
本
地

図
を
示
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
、

中
国
か
ら
見
た
日
本
列
島

の
軍
事
的
な
位
置
関
係
の

持
つ
価
値
を
指
摘
し
、
朝
鮮

半
島
情
勢
と
自
衛
隊
の
態

勢
に
つ
い
て
語
っ
た
。 

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
の
態
勢
で
国
民
保
護

法
に
基
づ
く
訓
練
を
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
指

摘
。
特
に
兵
庫
県
は
日
本

海
、
北
朝
鮮
に
直
接
面
し

て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
強

く
認
識
す
べ
き
と
話
し
た
。

北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
を
発

射
し
た
こ
と
を
察
知
し
て

国
民
に
知
ら
せ
る
ま
で
三

分
、
着
弾
す
る
ま
で
に
数

分
し
か
な
い
な
か
で
如
何

に
生
命
の
安
全
を
確
保
す

る
か
、
ま
さ
に
現
実
的
な

課
題
で
あ
る
。 

 

憲
法
前
文
に
い
う
「
平

和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公

正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、

わ
れ
ら
の
安
全
と
生
存
を

保
持
し
よ
う
と
決
意
し

た
」
と
の
国
際
情
勢
観
で

安
穏
と
過
ご
し
て
き
た
日

本
だ
が
、
今
、
現
実
は
ま

っ
た
く
の
逆
の
状
況
に
直

面
し
て
い
る
。
国
の
独
立
、

主
権
、
国
民
の
生
命
の
安

全
を
保
持
す
る
た
め
の
体

制
を
し
っ
か
り
と
構
築
し
、

国
民
自
身
が
そ
の
気
概
を

持
た
な
け
れ
ば
目
的
を
達

成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 
 

七
月
に
は
日
本
会
議
兵

庫
県
本
部
の
総
会
を
西
脇

市
で
開
催
す
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
記
念
講
演
に

は
竹
田
恒
泰
氏
を
予
定
し

て
い
る
。
北
播
磨
か
ら
誇

り
あ
る
国
づ
く
り
を
発
信

し
て
い
き
た
い
。
（
北
播

磨
支
部
長  

藤
本 

百
男
） 

 

皆
様
お
待
た
せ
致
し
ま
し

た
。
日
本
会
議
兵
庫
専
用
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
が
五
月
下
旬
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
始
動

致
し
ま
す
。
過
去
の
イ
ベ
ン
ト

ア
ー
カ
イ
ブ
、
今
後
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
ア

ッ
プ
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
申
込
が
直

接
可
能
に
な
り
ま
す
。
昨
年
か

ら
、
兵
庫
の
入
会
者
が
多
く
、

そ
の
入
会
理
由
の
き
っ
か
け
が

東
京
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
兵
庫H

P

の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
待
望
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
青
年

層
の
入
会
者
の
増
加
、
日
本
会

議
の
草
の
根
の
広
報
発
信
力
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
皆
様
、
ぜ
ひ

ご
活
用
下
さ
い
。(
事
務
局) 

 

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

https://w
w

w
. 

nipponkaigihyogo.org/ 
   

 
 

六

月

以

降

の

日

本

会

議

関

係

行

事 


